
令和７年度 学力・体力向上プラン 

 

   学校名  有馬小         学校 

１ 課題 

【４月】令和６年度学力向上プランの検証結果、学校評価の結果等によって明らかになった課題 

【１０月】令和７年度学習力サポートテスト、体力テストの結果等によって明らかになった課題 

 児童・生徒の学力の課題 

国 語 

【４月】全国の正答率を上回っているものの、４年はすべての観点で、５年は主体的に学習

に取り組む態度以外の観点で区の平均点を下回っている。４年・５年ともに配当学年の漢

字を正しく書く力が十分に身に付いていない。 

【１０月】 

 

算数・数学 

【４月】全国の正答率は上回っているものの、４年は「数と計算」領域での四則計算のミスや

「円と球・三角形」の図形領域での作図問題が若干低い。５年は「いろいろな形」の図形領

域での作図や「折れ線グラフと表」の変化と関係の領域が若干低い。６年は「小数の計算」

での文章問題の立式や「円グラフや棒グラフ・平均」でのデータの活用領域が若干低い。 

【１０月】 

 

 

社 会 

【４月】４年は「市の様子」での四方位、地図の読み取りや地図記号の理解が全国の正答率を

下回っている。５年は「緑のダムの仕組み」「清掃工場の仕組み」「水害への備え」につい

ての理解が不十分である。５、６年は、資料を適切に読み取り、資料から考えたり、調べ

たことを既存の知識と比較、関連付けて思考したりすることに課題がある。 

【１０月】 

 

 

理 科 

【４月】４年の「植物の育ち方」や５年の「１年間の動物のようす」６年の「植物の花のつく

りと実」では、全国正答率を下回っている。 

【１０月】 

 

 

英 語 

【４月】正答率は全国の平均を11.5ポイント、区平均値を上回っている。また、一方でアルフ

ァベットの書きに若干課題がある。 

【１０月】 

 

 

体力向上  

【４月】全学年、男女ともに「握力」が全国の平均を下回っている。１、４、５、６年の男子、

１、５、６年の女子の「長座体前屈」も、全国の平均を下回っている。１、２年の男女は

ともに「５０ｍ走」では、全国の平均を下回っている。 

【１０月】 

 

 

 

 

 

 

別紙 



２ 年度末までの目標及び指標、具体的な取組 

 年度末までの目標及び指標 具体的な取組 

国 語 

【４月】「令和７年度学習力サポートテスト」の全ての

実施学年で、それぞれ区平均点を１ポイント上回る

ようにする。漢字を正しく書くことについて、すべ

ての実施学年で全国の平均を上回るようにする。 

【１０月】 

 

・話の聞き方や発表の仕方の約束

（学習の７つの約束）の徹底を図

る。 

・朝読書の時間や図書の時間には、

図書館指導員と連携を図り、様々

なジャンルの本に親しませ、読書

の幅を広げるようにする。 

・学習で出てきた文章を丁寧に読み

取る機会を作り、文章の内容を正

しく読み取ることができるよう

にする。また、問われていること

に対して、どのように答えるべき

か、演習を重ねる。 

・漢字の学習では、へんやつくりな

どを正しく覚えられるようにす

る。また、文章を書く際には、こ

れまでに学習した漢字を正しく

使うように指導するとともに、辞

書を手元に置き、分からない言葉

や漢字は自分で調べる習慣をつ

けさせる。 

・ICT機器を活用し、考えの可視化、

共有化、文章を書く場面等でタブ

レット端末を有効活用する。 

算数・数学 

【４月】「令和７年度学習力サポートテスト」の全ての

実施学年で、それぞれ区平均点を１ポイント上回る

ようにする。図形領域について、すべての実施学年

で全国の平均を上回るようにする。 

【１０月】 

 

 

・単元に入る前に、レディネステス

トを行い、既習事項の定着を把握

し、習熟度別少人数クラスに分け

て指導を行う。 

・演算決定の際、図や数直線を活用

する場面を設定し、数直線の見方

やとらえ方についても指導する。 

・ICT 機器を効果的に活用し、自分

の思考や友達の意見を取り入れ

たノートの書き方を指導する。 

・作図の演習を行い、図の書き方の

定着を図る。 

・東京ベーシック・ドリルの診断テ

ストを活用して児童の課題を明

確にし、算数ステップアップ教室

で補習することで既習した学習

の習熟を図る。 

・タブレット端末のドリルソフトを

活用して習熟を図ったり、図形領

域等で効果的に活用したりして

理解を深める。 

・授業のはじめに、既習事項の振り

返りの時間や３分間計算練習の

時間を確保し、基礎・基本の定着

を図る。 

社 会 

【４月】「令和７年度学習力サポートテスト」の全ての

実施学年で、それぞれ区平均点を１ポイント上回る

ようにする。資料活用能力を図る問題について、全

ての実施学年で、全国の平均を上回るようにする。 
【１０月】 

 

 

・導入では、社会的事象から課題を

つかみ学習問題を立て、その解決

のために教科書や資料集の資料

を活用し、さまざまな情報を読み

取る活動をし、そこから考えられ

ることを話し合う学習展開を取



り入れる。 

・実際に見学をしたり、タブレット

端末を効果的に活用したりして、

意欲的に調べ学習ができるよう

にする。 

・多くの情報を取捨選択し、整理し

てまとめる活動を通して、学習内

容を自分の言葉で説明や表現が

できるようにする。 

理 科 

【４月】「令和７年度学習力サポートテスト」の全ての

実施学年で、それぞれ区平均点を３ポイント上回る

ようにする。植物の育ち方や動物の様子に関する問

題について、全ての実施学年で全国の平均を上回る

ようにする。 

【１０月】 

 

 

・学習問題に対して、予想や実験方

法を考える場面を丁寧に扱い、問

題解決学習の流れにそって、主体

的に学習に取り組むことができ

るようにする。 

・一人一人が実験器具を操作できる

場を意図的に設定する。 

・既習の実験・観察の過程や結果を

根拠として、予想を立てたり、実

験・観察の過程や結果から考察し

たことを記述したりするなど、思

考を深める指導する。 

・隣接している公園や屋上の理科園  

 を効果的に活用し、植物や生き物 

 の観察等自然事象と体験的に触 

 れ合う機会を設定する。その際、

タブレット端末を活用し、植物の

観察等を継続的に行い、一年間の

様子が分かるようにしていく。 

英 語 

【４月】「令和７年度学習力サポートテスト」は、６年

のみ実施のため、区平均点を３ポイント上回るよう

にする。「アルファベットの書き」の問題について、

全国の平均を上回るようにする。 

【１０月】 

 

 

・ＡＬＴとのコミュニケーションを

取り入れた授業を展開すること

で、それぞれの場面の受け答えに

ついてより深く理解するように

していく。 

・学習したことを生かす場として、

ＡＬＴと児童の１対１のアセス

メントテストを実施する。 

・提示する絵カードに文字を入れ、

文字に親しむことができるよう

に工夫する。その際、繰り返し、

声に出して発音する場面を設け、

単語を正しく発音できるように

する。 

・アルファベットを正しく書く時間 

を定期的に取り入れ、大文字と小 

文字の違いの定着を図る。 

体力向上 

【４月】令和７年度体力調査のすべての実施学年で、

体力調査で各項目平均0.5ポイント上昇を目指す。 

【１０月】 

 

 

・児童が東京アルファを活用して

個々の課題に向き合い、明確な目

標を立てて運動に取り組むこと

ができるようにする。 

・体育授業の準備運動の中で、継続 

して握力の運動に取り組んだり、

学校行事と連携させ、目標を明確

にした長縄跳び、短縄跳びや持久 

走に取り組んだりすることで、基

礎体力の向上を図る。 



 

個別最適な学びと協働的な学びの充実 

取組 

・タブレット端末等のICT機器を効果的に活用して児童の主体的な学習を促し、

個に応じた指導につなげていく。ドリルソフトを活用して学習の定着を図

る。 

・ICT機器を活用し、考えの可視化、共有化等でタブレット端末を有効

活用できるようにする。 

 

探究的な学びの充実 

取組 

・各教科等の授業の中で言語活動を充実させるとともに、「学び合い」の時間

を位置付け、発表、対話、話合い等を意図的・計画的に発達段階に応じて取

り入れる。 

・カリキュラムマネジメントの視点に立ち、各教科の学びを横断的に関連付け、

教育課程を見直す。 

・個々の課題を見出し、その課題解決に向けた授業展開を工夫する。 

 

読解力の育成 

取組 

・朝読書の時間や図書の時間には、図書館指導員と連携を図り、様々なジャン

ルの本に親しませ、読書の幅を広げるようにする。 

・学習で出てきた文章を丁寧に読み取る機会を作り、文章の内容を正しく読み

取ることができるようにする。また、問われていることに対して、どのよう

に答えるべきか、演習を重ねる。 

 

 

３ 取組結果の検証 

 令和７年度の取組の成果 令和７年度の取組の課題と解決策 
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